
のの

 　 内閣官房・内閣府  
地方創生交付金の安定的な確保

 　 こども家庭庁  
保育士・幼稚園教諭等の更なる処遇改善

 　 デジタル庁  
自治体情報システム標準化に向けた財政措置等
の課題解決

 　 文部科学省  
学校施設の空調設備更新・新設への財政支援充実

 　 文化庁  文化芸術に対する一層の支援

 　  法務省
国有地（京都刑務所、京都拘置所、京都運輸支
局など）有効活用の検討

 　  厚生労働省
福祉人材の処遇改善、物価高を踏まえた福祉
施設等への支援

  　 経済産業省・中小企業庁
中小企業の成長・事業継続に向けた支援

京都市会最大会派の責任として 11月 19日～20日

  　総務省
地方交付税の必要額の確保（地方財源の安定化）

　  国土交通省
市民優先価格（市バス等）実現支援、国土強靭化・
社会基盤整備

　  観光庁
民泊に関する法改正も含めた制度見直し

中央省庁中央省庁
各班の訪問先（省庁）と重点要望内容

　京都市は、市政の基本方針である 「京都市基本構想(2001-2025)」 
とその具体化を図る 「京都市基本計画」 を策定し、文化を基軸とし
た都市経営を進めてきました。
　しかしながら、予測が難しく、変化が激しい現代社会において、
引き続き、時代に左右されない京都のまちの基軸、羅針盤となる
ものを策定し、効率的に行政運営を行っていく必要があること
から、今後25年間を展望し、京都市と市民のあり方を示す「京都基
本構想（2026-2050）」 が新たに提案されました。

　この構想は、京都独自の 3つの価値・思想
　❶ 歴史と文化を介して人間性を恢復できるまち
　❷ 自然への畏敬と感謝の念を抱けるまち
　❸ 自他の生をともに肯定し尊重し合えるまち

　の序文から始まり、第1章「策定の背景」、第2章「京都のかたち」、
第3章「世界・日本・京都市のいまと未来への課題」、第4章「市民
がめざすまち」、第5章「市民のこれから」、最後は「未来への問い
かけ」という形で締めくくっています。

　われわれは、京都市会に設置された『京都基本構想審査特別委
員会』での議論も踏まえ、京都基本構想の策定に賛成しました。
今後、構想を単に承認して終えるのではなく、理念を現場に根づか
せ、市民の皆様お一人お一人に届くものとするため、これからも不
断の検証と提案を重ねてまいります。

C
O
N
T
E
N
T
S

1 面

2 面

3面

4面

11月市会 京都基本構想の策定
中央省庁へ予算要望
代表質問   田中明秀 議員
　　　　   みちはた弘之 議員
代表質問   井上よしひろ 議員
12月市会 補正予算
25年後を見据えた
京都基本構想について

1 班 2班

3班

予算要望へ
政策実現へ前進

！

主な議論

各議員の京都基本構想への想いは4面へ

かいふく

がくげいしゅう

京都基本構想京都基本構想

● 京都基本構想の理念を政策に落とし込み具体化する方針
● 京都基本構想案の主語である京都市民の概念
● 京都学藝衆構想の内容及び具体的な目的
● 今後25年間の京都市が目指す方向性を市民に
しっかりと受け止めていただく必要性

● 多様な人々が集う京都のまちが大切にするものとして京都基本構想
を共有する考え

京都基本構想審査特別委員会（自由民主党京都市会議員団）のメンバー

11月
市会

策定策定

詳しくはこちら
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11
月
市
会
（
11
月
28
日
）

【
代
表
質
問
】

市民生活応援
3本の矢

未活用の
重点支援地方交付金について
今後どのような活用を
考えているのか

可能な限り
多くの市民に

一刻でも早く支援を
届ける必要性

京都市くらし応援給付金
（令和7年度住民税非課税世帯）

京都市物価高対応
子育て応援手当の給付

市内店舗において
食料品や日用品の購入などに利用できる

デジタル地域ポイント
（1人当たり5,000円相当を給付）

予算額を上回る
申請があった際には
全ての申請者に
支給できるよう
取り組む必要性

児童1人あたり国の定める
20,000円の給付に加え、
市独自に 5,000円上乗せ

住民税非課税世帯に
1世帯あたり5,000円給付

幅広い地域店舗との
連携により京都経済の
底上げに繋げる必要性

子育て世帯
（国が示す給付額に市独自上乗せ）や
低所得者への支援の充実に
焦点を充てた理由

アプリ開発など、
給付にかかる事務費の
負担を抑え、交付金を
有効活用する必要性

お米券など、
他都市のような支援策を
採択しなかったのは
なぜなのか。

手続きに
サポートが必要な方
（デジタルデバイド）への
サポートの必要性

井上よしひろ議員の
代表質問

井上よしひろ議員の
代表質問A

I
交
通
誘
導
な
ど

生
産
性
向
上
の
実
績

　

   

井
上
よ
し
ひ
ろ
議
員
（
質
問
）

　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う
全
国
的

な
担
い
手
不
足
の
中
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
が
最
も
期
待
さ
れ
る
分
野
の
一
つ
が

建
設
業
で
す
。
道
路
や
河
川
、
公
園
等
の

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
や
防
災
・
減
災
に

関
わ
る
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
る
「
地
域

建
設
業
」
に
お
い
て
は
、
労
働
環
境
が
他

業
種
と
比
較
し
て
厳
し
く
、若
者
が
入
職
・

定
着
し
づ
ら
い
、
就
業
者
の
高
齢
化
が
進

行
す
る
等
、
担
い
手
不
足
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
例

え
ば
、
国
道
1
6
2
号
川
東
地
区
で
は
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
交
通
誘
導
に
取
り
組
み
、

地
域
建
設
業
の
人
材
確
保

D
X・A
I
の
活
用
で
活
路
を

地
域
建
設
業
の
人
材
確
保

D
X・A
I
の
活
用
で
活
路
を

地
域
建
設
業
の
人
材
確
保

D
X・A
I
の
活
用
で
活
路
を

地
域
建
設
業
の
人
材
確
保

D
X・A
I
の
活
用
で
活
路
を

生
産
性
向
上
に
向
け
て
努
力
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
官
民
と
も
に
建
設
分
野
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
し
、
生
産
性
向
上
を
図
る
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
思
い
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
建
設
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
促
進

に
向
け
て
、
I
C
T
活
用
工
事
の
発
注
や

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
体
験
で
き
る
講
習
会
の

開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る

適
切
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
維
持
管
理
を

行
う
た
め
、
官
民
と
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

に
よ
る
更
な
る
生
産
性
向
上
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

公
園
は
市
民
の
憩
い
の
場

ト
イ
レ
環
境
の
整
備
推
進

　

   

井
上
よ
し
ひ
ろ
議
員
（
質
問
）

　
公
園
は
、
誰
も
が
憩
い
や
安
ら
ぎ
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
求
め
て
訪
れ
る
施
設
。
多

く
の
方
々
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
、
魅
力

あ
る
公
園
づ
く
り
を
よ
り
一
層
進
め
て

い
く
た
め
に
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
ト
イ
レ
環
境
へ
の
改
修
を
進
め
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

   

岡
田
憲
和
副
市
長
（
答
弁
）

　
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
の
設
置
や
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
な
ど
、
公
衆
ト
イ
レ
設
備
の
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
は
宿
泊
税
の
活
用
も
含
め
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
、

公
共
ト
イ
レ
を
安
心
快
適
に
利
用
で
き
る

よ
う
部
局
横
断
で
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
団
員
の
負
担
軽
減

退
団
者
の
歯
止
め
注
力

　

   

井
上
よ
し
ひ
ろ
議
員
（
質
問
）

　
消
防
団
員
は
全
国
的
に
減
少
し
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
減
少
傾
向
で
あ
り
消

防
団
員
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
活
動
の
効
率
化

を
図
る
な
ど
、
消
防
団
員
の
負
担
を
軽
減

し
、
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
、
長
期
間
に
わ
た
り
活
動
を
継
続

で
き
る
環
境
を
整
え
る
事
が
重
要
。
消
防

団
の
Ｄ
Ｘ
を
は
じ
め
、
ど
の
よ
う
に
消
防

団
業
務
を
効
率
化
し
、
充
実
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
若
手
・
中
堅
世
代
の
退
団
者
を
減
少
さ

せ
る
取
組
に
注
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
消
防
団
員
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
来
年
度
以
降
、

消
防
団
の
D
X
の
推
進
を
図
り
、
活
動
の

効
率
化
や
負
担
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
消
防
団
専
用
ア
プ
リ
の
導

入
や
、
消
防
団
施
設
へ
の
通
信
環
境
整
備

な
ど
を
検
討
中
で
す
。

物価高対策として補正予算を可決

①
 「
京
都
フ
ァ
ン
」
の
更
な
る
獲
得
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

②
 公
共
ト
イ
レ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
に
つ
い
て

③
 市
役
所
業
務
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
に
つ
い
て

④
 建
設
分
野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
導
入
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
つ
い
て

⑤
 消
防
団
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
Ｄ
Ｘ
導
入
に
つ
い
て

動画はこちら

Q

Q

Q A

A

A

井上よしひろ 議員
右京区

AIを活用した交通誘導システム

12月16日に成立した国の補正予算（物価高の影響
を緩和するための国の経済対策（重点支援地方
交付金の拡充）を受け、京都市会は、市民生活を
支援するため、12月24日から26日に12月特別市会
を開会。以下の補正予算を審議・可決しました。

 市民生活応援
デジタル地域ポイント

 の給付

（
仮
称
）

地域
ポイ
ント

子育
て応
援

くら
し応
援市民の皆さまに、

1 日でも早く届くように強く要望!!
12
月

特
別
市
会

年
末
ま
で
議
会
開
催

3 令和8年（2026）1月18日発行

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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揮
い
た
だ
け
る
よ
う
、
第
2
子
以

降
の
保
育
料
無
償
化
に
加
え
、
多

子
世
帯
や
私
立
幼
稚
園
へ
の
必
要

な
支
援
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

保
育
園
等
の
処
遇
改
善

障
害
児
保
育
も
充
実
を

　

   

み
ち
は
た
弘
之
議
員
（
質
問
）

　
保
育
士
が
希
望
と
や
り
が
い
を

持
っ
て
長
く
働
け
る
環
境
整
備
（
処

遇
改
善
等
）
と
障
害
児
保
育
の
拡

充
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
、

全
て
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
通
え

る
保
育
環
境
の
実
現
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。
質
の
高
い
保
育
と

子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向

上
に
向
け
た
今
後
の
取
組
方
針
に

つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
本
市
で
は
、
保
育
士
等
の
人
材

確
保
と
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
環
境
の
実
現
を
目
指
し
、
国
基

準
を
上
回
る
配
置
や
人
件
費
補
助

な
ど
独
自
の
処
遇
改
善
を
進
め
、

昨
年
度
に
は
更
な
る
充
実
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、
全

国
的
な
担
い
手
不
足
と
、
障
害
の

あ
る
お
子
さ
ん
を
含
む
保
育
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
よ
り
現
場
負
担
は

増
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
と
御
提
言
を

踏
ま
え
、
全
て
の
子
ど
も
が
と
も

に
育
ち
合
う
包
摂
的
な
保
育
の
実

現
に
向
け
、
障
害
児
加
配
補
助
金

を
令
和
7
年
度
当
初
に
遡
っ
て
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
保
育
士
等

の
働
き
が
い
向
上
と
人
材
確
保
を

通
じ
て
、
質
の
高
い
保
育
と
京
都

の
子
育
て
環
境
の
一
層
の
充
実
に
、

今
後
と
も
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

少
子
化
進
む
教
育
保
育
の

質
的
向
上
へ
支
援
を
検
討

少
子
化
進
む
教
育
保
育
の

質
的
向
上
へ
支
援
を
検
討

少
子
化
進
む
教
育
保
育
の

質
的
向
上
へ
支
援
を
検
討

少
子
化
進
む
教
育
保
育
の

質
的
向
上
へ
支
援
を
検
討

田中明秀議員の代表質問田中明秀議員の代表質問令
和
8
年
度

予
算
編
成
に
つ
い
て

　

   

田
中
明
秀
議
員
（
質
問
）

　
市
民
の
皆
様
に「
希
望
」を
抱
い

て
い
た
だ
く
、
そ
ん
な
思
い
を
込

め
た
我
が
会
派
の
令
和
8
年
度
予

算
に
対
す
る
要
望
書
を
し
っ
か
り

踏
ま
え
て
い
た
だ
き
、
財
政
規
律

を
堅
持
す
る
中
に
お
い
て
も
、
必

要
な
施
策
に
は
し
っ
か
り
と
財
源

を
配
分
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
が
、
令
和
8
年
度
予
算
編

成
に
向
け
た
市
長
の
お
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
今
市
会
で
提
案
し
て
お
り
ま
す

京
都
基
本
構
想
案
で
は
、
京
都
が

大
切
に
し
て
き
た
価
値
観
や
ま
ち

柄
、
今
後
四
半
世
紀
で
目
指
す
姿

を
お
示
し
し
て
お
り
、
京
都
の
多

彩
な
学
藝
を
取
り
巻
く
人
の
つ
な

が
り
を
活
か
し
て
夢
中
に
な
れ
る

学
び
の
場
を
創
出
し
、
幅
広
い
世

代
が
学
び
合
う
京
都
学
藝
衆
構
想

の
展
開
な
ど
を
通
じ
て
、
ま
ち
が

醸
成
し
て
き
た
唯
一
無
二
の
価
値

本
物
の
価
値
を
継
承
し
、高
め
る

京
都
基
本
構
想
案

本
物
の
価
値
を
継
承
し
、高
め
る

京
都
基
本
構
想
案

本
物
の
価
値
を
継
承
し
、高
め
る

京
都
基
本
構
想
案

本
物
の
価
値
を
継
承
し
、高
め
る

京
都
基
本
構
想
案

ほ
ん
ま
も
ん

ほ
ん
ま
も
ん

を
広
く
市
内
外
に
伝
え
、
後
世
に

遺
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
理
念
と
現
実
の
間
に
あ
る
課
題

を
乗
り
越
え
、
京
都
の
本
物
（
ほ

ん
ま
も
ん
）
の
価
値
を
継
承
し
、

高
め
る
施
策
に
重
点
的
に
配
分
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
由
民
主
党
市
会
議
員
団
か
ら

の
ご
要
望
に
つ
い
て
も
、
ま
ち
を

発
展
さ
せ
、
市
民
の
皆
様
に
希
望

を
持
っ
て
い
た
だ
く
観
点
で
、
京

都
基
本
構
想
案
と
方
向
性
を
一
に

し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ

ら
も
踏
ま
え
つ
つ
、
施
策
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
交
通
の
未
来
に
向
け

自
動
運
転
活
用
の
展
望

　

   

田
中
明
秀
議
員
（
質
問
）

　
優
れ
た
道
路
環
境
が
整
う
洛
西

地
域
で
こ
そ
、
自
動
運
転
技
術
を

活
用
し
た
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

洛
西
地
域
に
お
け
る
実
現
の
可
能

性
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

  

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
自
動
運
転
バ
ス
は
、
都
市
の
成

長
と
発
展
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い

公
共
交
通
の
維
持
、
確
保
、
ひ
い

て
は
利
便
性
の
高
い
新
た
な
交
通

シ
ス
テ
ム
を
中
心
と
し
た
「
人
と

公
共
交
通
優
先
」
の
道
路
交
通
へ

の
転
換
に
も
繋
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験

は
、
道
路
環
境
等
を
総
合
的
に
考

慮
し
、
か
ね
て
か
ら
議
員
ご
推
薦

の
洛
西
地
域
で
実
施
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。

　「
洛
西
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
も
連
携
し
、
ま
ず
、
洛

西
地
域
で
の
実
装
化
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

①
 令
和
8
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

②
 今
後
の
保
健
福
祉
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

③
 民
泊
対
策
に
つ
い
て

④
 市
民
が
集
い
、
つ
な
が
る
場
と
し
て
の
公
共
空
間
の
更
な
る
活
用
に
つ
い
て

⑤
 マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
の
町
内
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

⑥
 自
転
車
へ
の
青
切
符
制
度
導
入
を
契
機
と
し
た
、
自
転
車
の
安
全
利
用

環
境
の
充
実
に
つ
い
て

⑦
 洛
西
地
域
に
お
け
る
自
動
運
転
バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て

動画はこちら

Q

Q

A

A

みちはた弘之議員の
代表質問

みちはた弘之議員の
代表質問私

立
幼
稚
園
へ
や
多
子

世
帯
へ
の
支
援
も
検
討

　

   

み
ち
は
た
弘
之
議
員
（
質
問
）

　
幼
児
教
育
・
保
育
の
多
様
な
選

択
肢
を
保
障
す
る
観
点
か
ら
、
特

に
私
立
幼
稚
園
を
希
望
す
る
保
護

者
の
負
担
軽
減
策
を
検
討
す
る
こ

と
は
、
本
市
の
子
育
て
支
援
を
一

層
前
進
さ
せ
る
明
確
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

   

松
井
孝
治
市
長
（
答
弁
）

　
本
市
に
は
、
幼
稚
園
を
は
じ
め

多
様
な
幼
児
教
育
・
保
育
施
設
が

あ
り
、
保
護
者
が
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
選
択
肢
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
で
は
、
建
学
の
精
神

に
基
づ
く
特
色
あ
る
教
育
に
加
え
、

約
7
割
の
園
が
3
歳
未
満
児
の
受

入
れ
や
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
、
多
子
世
帯
の
負
担
軽

減
に
向
け
た
要
望
も
頂
い
て
お
り

ま
す
。
少
子
化
が
進
み
、
待
機
児

童
対
策
か
ら
の
転
換
が
求
め
ら
れ

る
中
、「
質
の
高
い
特
色
あ
る
教
育
」

と
い
う
本
来
の
役
割
を
十
分
に
発

①
 私
立
幼
稚
園
児
の
保
護
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

②
 保
育
士
の
処
遇
改
善
及
び
障
害
児
保
育
の
充
実
に
つ
い
て

③
 英
語
教
育
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て

④
 地
下
鉄
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
増
設
に
つ
い
て

⑤
 市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
定
期
券
購
入
に
係
る
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

⑥
 今
後
の
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

⑦
 伏
見
大
手
筋
商
店
街
西
側
へ
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
設
置
に
つ

い
て（
要
望
）

動画はこちら

Q

Q

A

A

みちはた弘之 議員
伏見区

田中明秀 議員
西京区

保育の現場で笑顔いっぱいおままごとの時間

が
く
げ
い
し
ゅ
う

自動運転バスの視察
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25
年
後
を
見
据
え
た

さくらい泰広
左京区

人
間
は
自
然
に
生
か
さ
れ
て
、
自
然

を
生
き
て
い
る
。
こ
れ
は
京
都
基
本

構
想
の
序
文
の
一
節
で
す
。
こ
の
構

想
を
設
計
図
と
し
て
悠
久
の
都
京
都

の
自
然
、
文
化
、
人
の
営
み
を
守
り
、

未
来
へ
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

富きくお
山科区

25
年
後
も
京
都
の
ま
ち
が
伝
統
と
歴

史
の
文
化
に
根
ざ
し
、
平
和
で
市
民
が

安
心
安
全
の
下
、
健
康
で
よ
り
豊
か
に

幸
福
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
共
に
そ
の
未
来
を
構
築
し
て

ゆ
く
た
め
の
重
要
な
羅
針
盤
。

椋田隆知
南 区

今
後
数
多
く
の
大
き
な
変
化
を
経
験
し

て
い
く
未
来
に
お
い
て
も
、
京
都
が
京

都
と
し
て
在
り
続
け
る
為
、
千
二
百
年

以
上
の
歴
史
を
経
て
体
現
さ
れ
た
価
値

観
や
多
様
性
を
継
承
し
、
安
穏
と
共
栄

を
実
現
す
る
責
任
あ
る
指
針
で
す
。

森田　守
右京区

京
都
市
の
政
策
が
、
直
近
な
時
勢
や

眼
前
の
課
題
に
の
み
囚
わ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
こ
の
街
が
守
り
育
ん

で
き
た
価
値
観
に
立
脚
し
た
も
の

と
な
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も
不
断

の
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

西村義直
西京区

先
を
見
据
え
た
政
策
は
、
極
め
て
重
要

で
す
。
基
本
構
想
は
、
よ
り
良
い
京
都

市
の
実
現
を
目
指
し
、
多
く
の
市
民
の

声
や
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

の
私
た
ち
の
生
活
や
暮
ら
し
を
送
る
う

え
で
の
重
要
な
柱
と
な
る
も
の
で
す
。

山本恵一
北 区

京
都
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
先
人
た

ち
へ
の
感
謝
や
、
京
都
が
京
都
で
あ
り

続
け
る
た
め
の
理
念
が
強
く
込
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
理
念
を
具
現
化
し
、

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
議

論
を
深
め
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

津田大三
中京区

基
本
構
想
が
四
半
世
紀
ぶ
り
に
改
定
。

審
議
会
や
多
く
の
市
民
の
意
見
を
踏

ま
え
、
市
会
で
議
論
・
議
決
。日
本
人
が

大
切
に
し
て
き
た
心
根
や
思
い
や
り
、

矜
持
を
次
世
代
に
遺
し
、
こ
れ
か
ら
の

京
都
の
在
り
方
を
考
え
る
羅
針
盤
に
。

山本しゅうじ
山科区

偉
大
な
先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
い
で

き
た
素
晴
ら
し
い
京
都
を
次
の
世
代

に
渡
せ
る
よ
う
に
、
今
を
生
き
る
私

た
ち
京
都
市
民
一
人
ひ
と
り
が
誇
り

と
自
覚
を
持
っ
て
行
動
す
る
指
針
と

な
り
得
る
基
本
理
念
と
し
た
い
。

しまもと京司
南 区

徹
底
審
議
し
て
き
た
代
表
質
問
や
提

言
が
、
こ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
・
構
想
に

結
実
。
す
べ
て
の
人
が
自
ら
の
役
割

を
主
体
的
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
、

生
き
が
い
と
ま
ち
の
活
力
、
新
た
な

価
値
と
文
化
の
創
造
に
繋
が
り
ま
す
。

井上よしひろ
右京区

京
都
の
歴
史
と
文
化
を
大
事
に
し

つ
つ
、
観
光
と
の
調
和
を
図
り
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
り
良
い
京
都

を
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
築
い
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

橋村芳和
伏見区

京
都
基
本
構
想
の
特
別
委
員
会
の
委

員
と
し
て
質
疑
。
京
都
の
羅
針
盤
と

な
る
構
想
で
す
。
少
し
難
解
な
表
現

も
あ
り
ま
す
が
、
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど

味
が
で
る
『
す
る
め
』
の
よ
う
な
内

容
で
す
。
み
ん
な
で
談
論
風
発
を
！！

谷口みゆき
北 区

日
進
月
歩
し
て
い
る
社
会
情
勢
の
中

で
、「
わ
た
し
た
ち
京
都
市
民
」
が
、

直
面
す
る
課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

京
都
が
京
都
で
あ
り
続
け
る
た
め
の

「
ま
ち
柄
」
が
継
承
で
き
て
い
る
25
年

後
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

加藤昌洋
中京区

25
年
後
を
見
据
え
た
理
念
と
思
い
が

込
め
ら
れ
た
基
本
構
想
と
な
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
に
構
想
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
と
も
に
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
議
会
も

不
断
の
努
力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

下村あきら
下京区

今
後
25
年
、
京
都
市
が
目
指
す
理
想

の
姿
を
描
い
た
京
都
基
本
構
想
。
そ

の
理
念
が
、
京
都
に
お
住
ま
い
の

人
々
、
関
わ
る
人
々
の
意
識
に
浸
透

し
、
京
都
が
世
界
中
の
人
々
を
魅
了

し
続
け
る
都
市
で
あ
る
こ
と
を
願
う
。

田中たかのり田中たかのり
右京区

世
界
文
化
自
由
都
市
宣
言
に
「
都
市

は
、
理
想
を
必
要
と
す
る
」
と
の
言
葉

が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
市
民
一
人
一
人

の
京
都
市
の
理
想
像
を
思
い
描
く
基

盤
と
な
る
も
の
と
し
て
、
し
っ
か
り

と
周
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

田中明秀
西京区

平
安
京
か
ら
千
二
百
年
を
経
た
現
在

に
お
い
て
も
京
都
は
日
本
人
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
。
節
度
と
矜
持
に
よ
り
伝

統
の
真
髄
を
保
全
・
継
承
し
て
25
年

後
も
世
界
の
中
で
輝
く
京
都
で
あ
る

為
の
基
本
構
想
に
な
っ
て
い
ま
す
。

みちはた弘之
伏見区

人
口
減
少
や
気
候
変
動
を
踏
ま
え
て

成
立
し
た
京
都
基
本
構
想
の
理
念
を

市
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
し
、
そ
の
着

実
な
推
進
と
持
続
可
能
で
豊
か
な
市

民
生
活
の
実
現
に
向
け
、
今
後
と
も

一
層
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

寺田一博
上京区

市
民
の
皆
さ
ま
に
伝
わ
っ
て
こ
そ
の

「
構
想
」
で
す
。
25
年
間
の
京
都
市
政
の

礎
と
な
る
理
念
と
、
そ
れ
に
込
め
ら
れ

た
「
想
い
」
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
有

で
き
る
様
に
市
会
と
し
て
も
政
策
を
通

し
て
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平山たかお
東山区

私
た
ち
が
失
い
つ
つ
あ
る
価
値
観
が

京
都
基
本
構
想
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
日
本
を
取
り
戻
す
た

め
の
道
標
」
が
本
構
想
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
本
構
想
が
随
所
に
感
じ
ら

れ
る
京
都
創
り
に
尽
力
し
た
い
。

京

基

構

都

本

想
に
つ
い
て

に
つ
い
て

き
ょ
う
と

き
ょ
う
と

き
ほ
ん

き
ほ
ん

こ
う
そ
う

こ
う
そ
う

自
由
民
主
党
市
会
議
員
団
に
聞
き
ま
し
た
！

自民党
新キャラクター

https://www.jimin.jp/
jimitan/

わ
た
し
は

「
じ
み
た
ん
」

京都市会議員団ニュース No.89 4令和8年（2026）1月18日発行

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。


